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は し が き 
 
本号は、学位規則（昭和 28年 4月 1日文部省令第 9号）第 8条による公表を目的として、 
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かったことから、産後 0か月と 1か月の時期にから産後ケアが開始されることの必要性が 
明らかとなった。 
 
論文審査結果の要旨 
 
 
本論文は産後の母親の「コンフォート」に注目し、コンフォート尺度の開発と、開発さ
れたコンフォート尺度を用いてデータ収集し、コンフォートに影響する要因を明らかにす
るという新規性のある研究と認められます。 
研究データの分析内容に一部不十分さ、研究の限界と展望についても論述に不十分さが
見受けられ、博士論文としての論理性を備えた論述として不足な部分が散見されますが、
看護学へ十分貢献できる内容と認められることから、審査委員全員一致により、博士の学
位授与に相応しいと判断されました。 
